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１.女性に対する暴力をなくする運動 関連事業 
【第４回 特別展示 】女性に対する暴力をなくすため  私たちにできること 

 毎年11月12日～25日は「女性に対する暴力をなくす運動」期間です。リーブラでは今年も「女性に対する
暴力防止」啓発パネル展示･被害者への相談事業や様々な支援活動をしている組織や団体の紹介、私たちにでき
ることを考えるためのパンフレット配布等を行います。 

 また、暴力防止のシンボルである紫色の毛糸を使った指編みのワークショップもあります。ぜひ、お誘いあ
わせの上、リーブラで女性に対する暴力をなくすために、私たちにできることを考えてみませんか？ 

●配布 
 「女性に対する暴力をなくす運動」は内閣府がさだ
めた期間にあわせて、さまざまな形で全国で実施され
ます。 
 これをきっかけに、女性に対する暴力の現状や、対
策など、私たちが身近なところからできることを資料
の配布を通じて情報提供いたします。 
 
・パンフレット「デートＤＶって、なんだろう？」 
・パンフレット「配偶者からの 暴力で悩んでいませ

んか」（東京都男女平等参画課 作成）他、 
・各種組織やNPOの活動パンフレット、 
・リーブラ･オリジナルパンフレット 等 

●指編みワークショップ（無料） 
 紫色のマフラーを編みませんか？ 指編みなので、
30分で編めます。 
・申込：「指編み希望」と氏名･電話番号･住所･代
を電話･FAX･Eメール･リーブラ窓口のいずれかへ。 
・日時： 
  11月16日（土）、11月19日（火） 
  ともに 14:00 ～ 16:00  
・会場： リーブラ 3階 学習室Ｅ 
・参加費：無料 

●展示会場：リーブラ 3階 学習室E 
●展示期間・時間 
 11月4日（月･祝）～ 11月29日（金） 
  9:00 ～ 21:30、（日曜日は 9:00～17:00） 
 ※ 最終日のみ 17:00まで（片づけのため） 

・備考： 
 指編みのマフラーは、1人
1作までとさせていただきま
す。 
 作られたマフラーは、お持
ち帰りいただけます。身につ
けて暴力防止に賛同する意思
表示にお使いください。 
    



３．講座案内（リーブラ主催） 

働くときの知恵と知識―現在の雇用状況の中で働くとは― 上映会＆講座 

11月5日（火） DVD上映会＆おしゃべり会 

■時間：（第１回） 10:30 ～ 12:00 

    （第２回） 14:00 ～ 15:30 

    （第３回） 19:00 ～ 20:30 

■会場：リーブラ 4階 学習室Ｃ 

■申込：事前申込不要（当日会場にお越し下さい） 

■対象：テーマに関心のある方ならどなたでも 

■参加費：無料 

■内容：①『ブラック企業にご用心！』（36分）と②
『メトロレディブルース』（26分）を上映。その後感想な
どを参加者同士で話す時間を設けます（自由参加）。 

①『ブラック企業にご用心！』（2013年） 
 法律を無視して働く人を搾取し、尊厳を奪う「ブ
ラック企業」の実態とそれを生み出す社会の構造を
関係者・専門家へのインタビューなどで明らかにし
ています。 
②『メトロレディブルース』（2013年） 
 地下鉄の売店で働く非正規の女性たちの生活･思
い･怒りを伝えるドキュメンタリーです。 

11月15日（金）講座 

■時間：19:00 ～ 21:00 

■会場：リーブラ 4階 学習室Ｃ 

■講師：蓑輪明子さん（一橋大学特別研究員） 
    佐々木亮さん（弁護士） 

■定員：30名（申込先着順） 

■対象：非正規で働く方、就職･転職活動中の方、  
    テーマに関心のある方 

■参加費：無料 

■申込：電話･FAX･Eメール･リーブラ窓口にて 

    現在申込受付中です。     

■保育：４ヶ月以上未就学児対象。定員あり、 
    先着受付。11月１日（金）締切。 

■内容：蓑輪さんより、非正規雇用が増えている社会
的背景とそれに対処する考え方や方法について、佐々
木さんより労働法と労働問題の実例について、お話し
いただきます。 

自分や周りの人が困ったとき、一人で悩まないで誰かに相談したり、
誰かとつながるために必要な知恵と知識を身につけましょう！ 

２．平成26年度  団体育成事業･活動助成事業 企画募集のご案内 

 毎年、さまざまな形で区民や団体の活動を、リーブ
ラとの協働を通じて実現する、団体育成事業と活動助
成事業。来年（平成26年）度実施分について、企画
を募集しています。 

 この事業は、やってみたい行事･実現したい企画を持
つ団体や個人から企画を募集し、その効果や将来性な
どが認められた企画に対して、リーブラが支援や助成
を行うものです。 

 今回は、それぞれの事業の実施目的、採用者に期待
すること、施設の移転や条例の改正などを直接お伝え
するため、申込予定者は説明会への参加が必須です。 

【説明会のご案内】 

 企画応募にあたって、重要なお知らせもあります。   
 応募を検討される方は、必ずご出席ください。 
 

●10月31日（木）19:00 ～ 20:00  
            リーブラ 3階 学習室Ｅ 
●11月7日（木）10:00 ～ 11:00   
            リーブラ 4階 集会室2 
 

※ 説明内容は同じです。いずれかにご出席ください。 
※ 施設移転･条例の改正･事業目的･採用者への期待す    
    る点などをお話いたします。 
※ 参加できない方は、事務局へご連絡ください。 

団体育成事業 活動助成事業 

対象 団体のみ（区内に拠点を置く） 個人（在住・在勤・在学の区民）、および団体 

助成金額 70,000円（上限・税込） 40,000円（上限・税込） 

書類提出方法 リーブラ3階受付窓口直接持参（窓口受付時間中に受付。開館時間とは異なります）、 

郵便（当センター宛）、Eメール（書類データ添付の上） ※両事業共通 

申込締切 11月20日（水）【必着】 ※両事業共通 

 助成金の対象、審査方法・決定通知、など両事業に関する
詳しい点については、必ず応募要項をご確認ください。要項
は、主にリーブラ館内に配架している他、ホームページから
もダウンロードができます（10月中旬に掲載予定）。 
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施設利用時間 

月 ～ 土 曜 日 ９：００～２１：３０ 
日     曜      日 ９：００～１７：００ 
＊祝祭日は、曜日通りの開館です。 

窓口受付時間 
月 ～ 土 曜 日 ９：００～２０：００ 

日     曜      日  ９：００～１６：００ 

５．リーブラ相談室  心のサポートルーム便り      

●休館日情報● 次の休館日は、年末年始休暇（12月29日～1月3日）です。 

・一般相談は、電話相談と面接相談があります。 
・面接相談はご予約ください。     
・法律相談は、一般相談の面接相談をご利用されている方に 
 ご利用いただけます。 

専門カウンセラーの一般相談 
   火曜日 16:00 ～ 20:00 
  水曜日 10:00 ～ 16:00 
  金曜日 10:00 ～ 16:00 
  金曜日 18:00 ～ 21:00 

 ＜対象＞ 
 どなたでもご利用できます。  

  弁護士の法律相談  
  

＜対象＞ 
 港区在住･在勤･在学の  
 方で一般相談(面談)を 
 利用されている方。 
 
くわしくは、相談室専用
電話にてお尋ねください。 

☎ ０３－３４５６－５７７１ （相談室専用電話）         

   いじめ防止対策推進法 施行 

 今年6月、いじめ防止対策推進法が 
成立し、9月末に施行されました。 
 いじめ防止対策推進法では、いじめの 
定義を「一定の人的関係にある他の子による心理的･
物理的な影響を与える行為」であり、「対象の子が
心身の苦痛を感じているもの」としており、イン
ターネットでの行為も含めています。 
 法律制定によって、いじめ問題についての対策は
一歩前進しました。しかし、最近のいじめ問題は複
雑化しており、対応には法律のみならず心理的サ
ポートや情報提供など様々な支援が必要です。 
 
 リーブラ相談室では、カウンセラーと弁護士両方
の相談を開設し、複雑なご相談にもきめ細かく対応
しています。 

 あなたは「やばい」という言葉の意味を「危ない」「素晴らしい」、どちらの意味で使いますか？ 
 言葉の世界は深くて面白い。でも同時に難しいものでもあります。ここ数年「子供」は「子ども」、「障害」
は「障がい」と表記されるようなってきました。（障害を持つ当事者の中にはあえて「障害」と表記する方もい
ますが）これらは「子供」「障害」の文字の意味に対して違和感を持つ人が多くなったことの表れでしょう。 
 そんな中、ずっと気になっていたのが「読み聞かせ」。大人が子どもを対象に本を朗読する場合に使われ、一
般的に定着している言葉です。私は「読み聞かせ」という言葉を耳にするたび浮かぶのは無理やり聞かせている
イメージで、代わりに「読み語り」という言葉はどうだろう？と思っていました。 
 そこでインターネットで「読み聞かせ」「違和感」をキーワードに検索したところ、なんとたくさんヒットし
同じような感覚の人が大勢いることと、しっくりくる言葉として「本読み」や「読み語り」のほか「本の読み合
い」「聞いてね読み」など、それぞれに思いがあふれているようで嬉しくなってしまいました。 

６．男女平等参画情報  ～「読み聞かせ」と「読み語り」をめぐって～ 

 職業で言えば、男性が担うことも珍しくなくなったため「保母」は「保育士」へ、
「看護婦」は「看護士」、「スチュワーデス」は「キャビンアテンダント」へと定着し
たものもあります。（逆に女性だと、どうでしょう？「女性○○」や「女○○」という
職業はまだまだたくさんありそうですね…） 
 このように、言葉は世の中の意識や状況の相互作用によって、絶えず変わっていくも
のなのでしょう。ちなみに「グレる」は平安時代の「貝合わせ」で「貝が合わない」こ
とからで、大変古い言葉なのだそう。 
 さて冒頭の「やばい」。「素晴らしい」の意味でしか理解していない層が増えていて
「やばいケーキ」を食べてお腹をこわした若者がいた、という話を聞きました。さて、
あなたはどちら？ 
 


